









































































































　ASQ Quality Costs Committee（1999）は、サプライヤーにおける隠れた品質原価につい
てWinchell とほぼ同様の指摘を行った後、サプライヤー格付けのために QCPI（quality 





　サプライヤーの品質が完全であればQCPI の値は 1.000 となり、品質原価の割合が大きく
なるほど、QCPI の値も大きくなる。そして、サプライヤーからの購買価格だけでなく
QCPIの値も考慮したサプライヤーの格付けが行われることとなる（pp.74-80）。このように、























































A 570 4.8 54.9 56.4 111.3 686.1 84％
B 519 53.2 14.2 559.5 573.7 1145.9 50％
C 651 53.2 49.4 296 345.4 1049.6 67％
D 230 4.8 3120.8 0 3120.8 3355.6 7％
E 400 59.8 79.6 67.8 147.4 607.2 76％
＊単位は 100 万 INR（Indian National Rupees）
出展：Srivastava（2008, p.204）
───────────










　そして、Castillo-Villar Smith and Simonton（2010）は、直接的に品質原価見積もりモデ






　このように、Castillo-Villar Smith and Simonton（2010）は文献レビューを行ったうえで、
サプライチェーンの原価算定モデルにおける品質原価情報の重要性を指摘している。





























































































































レームワークである、Van der Meer-Kooistra and Vosselman（2000）の議論に基づいて分
析する。
























































































































導入要求型 無 無 市場・官僚制・信頼
改善要求型 有（バイヤー→サプライヤー） 有 官僚制・信頼
協働改善型 有（相互） 有 信頼
購買選択型 無 無 市場
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